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食
分
野
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動

小
学
生
向
け
食
育
教
材『
食
育
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』を
配
布

大
阪
ガ
ス
は
、「
楽
し
く
学
ぼ
う
食
育
研
究
会
」が
発
行
す
る
、小
学
５
・
６
年
生
対
象

の
食
育
教
材『「
い
た
だ
き
ま
す
」で
は
じ
め
よ
う
！ 

な
ぜ
？ 

な
に
？ 

食
育
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

の
制
作
に
協
力
し
、
２
０
０
９
年
１
月
か
ら
当
社
都
市
ガ
ス
供
給
エ
リ
ア
内
の
小
学
校

へ
希
望
に
応
じ
て
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。「
楽
し
く
学
ぼ
う
食
育
研
究
会
」
は
、

小
学
校
の
授
業
で
活
用
で
き
る
教
材
の
制
作
を
目
的
に
、
京
都
府
立
大
学
大
学
院
や
大

阪
ガ
ス
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

本
教
材
は
、
京
都
府
立
大
学
大
学
院
の
大
谷
貴
美
子
教
授
の
監
修
の
も
と
、
実
際
に
食

育
指
導
を
お
こ
な
う
小
学
校
教
員
や
有
識
者
の
方
々
に
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
食
育
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』は
、食
を
通
じ
て
、（
１
）食
の
大
切
さ
を
理
解
し
、五
感
に
よ
る「
生

き
る
力
と
豊
か
な
心
」を
育
む
、（
２
）日
本
と
世
界
の
食
文
化
を
学
ぶ
、（
３
）食
料
自
給

率
や
食
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
か
ら
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
学
ぶ
、
を
主
な
内
容

と
し
、
児
童
用
の
「
本
編
」
の
ほ
か
、
教
員
用
の
「
指
導
の
て
び
き
」
と
の
２
部
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
学

習
す
る
際
に
書
き
込
み
が
で
き
る
「
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
」
は
家
庭
学
習
用
の
教
材
と
し

て
も
使
用
で
き
ま
す
。

食
育
情
報
を
求
め
る
教
育
関
係
者
に
お

応
え
し
た
『
食
育
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
は
、
主
に

小
学
校
の
「
家
庭
」
や
「
総
合
学
習
」
の

時
間
で
活
用
さ
れ
、「
見
開
き
２
ペ
ー
ジ

を
使
い
カ
ラ
フ
ル
で
わ
か
り
や
す
く
、
子

ど
も
た
ち
が
興
味
を
持
つ
工
夫
が
さ
れ
て

い
る
」
な
ど
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
配
布

開
始
か
ら
３
年
目
に
し
て
配
布
数
が
10
万

冊
を
超
え
ま
し
た
。
教
科
書
改
訂
に
伴
う

改
訂
を
経
て
、
15
年
３
月
で
累
計
配
布
数

は
16
万
部
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
10
年

に
は
、
財
団
法
人
消
費
者
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
「
消
費
者
教
育
教
材
資

料
表
彰
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
全
国
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」に
参
画

大
阪
ガ
ス
は
、一
般
社
団
法
人
日
本
ガ
ス
協
会
が
主
催
す
る「
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
全
国
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」に
参
画
し
て
い
ま
す
。本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、２
０
０
７
年
度
よ

り
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、親
子
が
一
緒
に
調
理
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、料
理
の
楽
し
さ
や
食
の
大
切
さ
な
ど
、食
へ
の
関
心
を
高
め
て
、

食
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
と
家
庭
で
食
育
が
浸
透
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格
は
、
親
（
保
護
者
）
と
子
（
小
学
１
〜
６
年
生
）
の
２
名
１
組
。「
わ
が
家

の
お
い
し
い
ご
は
ん
」
を
テ
ー
マ
に
メ
ニ
ュ
ー
を
応
募
い
た
だ
き
、
書
類
審
査
と
実
技

審
査
で
の
地
区
大
会
を
経
て
、
各
地
区
の
代
表
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
全
国
を

北
海
道
、
東
北
、
関
東
中
央
、
北
陸
、
東
海
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
の
９
地
区

に
分
け
て
地
区
大
会
を
実
施
し
て
お
り
、
大
阪
ガ
ス
は
近
畿
地
区
の
幹
事
会
社
を
務
め

て
い
ま
す
。
当
初
は
数
千
組
だ
っ
た
全
国
か
ら
の
応
募
が
、
14
年
度
開
催
の
第
８
回
大

会
で
は
４
万
６
０
４
６
組
（
近
畿
地
区
応
募
数 

８
３
６
３
組
）
と
な
り
、
応
募
総
数

日
本
一
の
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
（
※
１
）に
成
長
し
ま
し
た
。
例
年
、
東
京
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
全
国
大
会
は
、
14
年
度
の
第
８
回
大
会
で
は
大
阪
に
場
を
移
し
、
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
大
阪
ガ
ス
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「hu+gM

U
SEU

M

（
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」

（
68
〜
70
頁
参
照
）
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

小
学
校
の
家
庭
科
教
員
の
方
々

へ
の
地
道
な
働
き
か
け
や
、
Ｏ
Ｅ

Ｎ（
大
阪
ガ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
※
２
））

の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど

に
よ
り
、
今
で
は
多
く
の
学
校
で

夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
本
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
応
募
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
学
校

や
家
庭
に
お
い
て
「
食
」
へ
の
関

心
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

大
阪
ガ
ス
料
理
活
動
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

創
業
以
来
、
１
０
０
年
以
上
に
亘
り
お
こ
な
っ
て
き
た
大
阪
ガ
ス
の
料
理
活
動

は
、
多
く
の
お
客
さ
ま
を
通
じ
て
関
西
の
食
文
化
に
足
跡
を
残
し
、
当
社
の
企
業
価

値
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
０
８
年
６
月
、「
１
０
０
年
の
料
理
活
動
」
を
「
大
阪
ガ
ス
の
食
育
へ
の
取
り
組
み
」

へ
と
進
化
さ
せ
よ
う
と
、
食
育
基
本
法
に
沿
っ
た
食
育
活
動
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

食
育
先
進
企
業
の
取
り
組
み
か
ら
多
く
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
ず
社
内
横

断
的
な
食
育
ワ
ー
キ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
、「
大
阪
ガ
ス
の
料
理
活
動
」
を
食
育
の
視
点

で
見
直
し
、
食
育
活
動
の
基
盤
や
長
期
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
と
こ
ろ
か

ら
進
め
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
大
阪
ガ
ス
の
食
育
理
念
を
「
①
料
理
す
る
楽
し
さ
を

生
き
る
チ
カ
ラ
に
」「
②
お
い
し
く
食
べ
て
豊
か
な
コ
コ
ロ
に
」「
③
食
の
理
解
を
通
じ

て
つ
な
が
り
あ
う
社
会
に
」
と
設
定
し
、《「
い
た
だ
き
ま
す
」で
育
も
う
。》
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
大
阪
ガ
ス
の
食
育
活
動
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
食
育
を
指
導
さ
れ
る
教
育
・
保
育
関
係
の
方
々
向
け
に
食
育
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
食
育
に
つ
い
て
考
え
、
楽
し
く
学
べ

る
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
か
ら

７
年
、
現
在
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
も
充
実
し
、
活
動
へ
の
認
知
度
も
高
ま
り
、
活

動
の
幅
を
広
げ
て
積
極
的
に
食
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
阪
ガ
ス
の
食
育
│
炎
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
食
文
化
を
次
の
世
代
へ

１
（
１
）

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社  
岩
佐 
美
紀
子 +

 

大
西 

徹
也 +

 

田
仲 

香
子

（※1） ユーロモニター調べ、*2013年に応募を受け付けた、調理
の実技審査を伴うクッキングコンテストにおいて。
（※2） OEN（大阪ガス・エデュケーション・ネットワーク）に会員登録
していただいた方に、食（育）・エネルギー・環境教育・生活情報な
どに関する情報を、定期的にメールマガジンにて発信しています。

【食育活動スローガン】

「いただきます」で育もう。

【大阪ガス食育理念】

初めての料理にワクワクドキドキ。料理する楽しさを大
切にしながら、旬の野菜や魚に触れ、包丁や火を扱う。
五感をフルに使いながら健康的な食事づくりのスキル
を身につけることが、生きる力の第一歩になります。

身体だけでなく心も豊かにしてくれるおいしい食事。
「ごちそうさま。」「ありがとう。」楽しい食卓の経験を
重ねることが豊かな心を育みます。

初めての味に挑戦したり、収穫を体験したり、食を通じ
て社会とのつながりを実感。食の理解が社会やエネル
ギー・環境のことを考えるきっかけになります。

料理する楽しさを生きるチカラに

おいしく食べて豊かなココロに

食の理解を通じてつながりあう社会に

Philosophy 1

Philosophy 2

Philosophy 3

「第８回ウィズガス全国親子クッキングコンテスト」近畿地区決勝大会の様子

『食育BOOK』 （A４版・フルカラー・32ページ）
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教
育・保
育
現
場
の
食
育
活
動
を
支
援

教
育
関
係
者
に
向
け
た「
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」「
食
育
研
究
会
」

現
在
、
教
育
現
場
に
お
い
て
、「
生
き
る
力
を
育
み
、
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
の

育
成
」
の
た
め
の
教
育
内
容
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
３
月
に
小
学
校
の

新
学
習
指
導
要
領
に
「
食
育
の
推
進
」
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、大
阪
ガ
ス
で
は
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
09
年
２
月
に

教
育
・
保
育
関
係
者
を
対
象
に
し
た
「
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
各
回
約

２
５
０
名
の
参
加
者
か
ら
は
、「
セ
ミ
ナ
ー
の
継
続
的
な
開
催
」
と
「
食
育
の
授
業
事

例
情
報
の
提
供
」
の
ご
要
望
を
多
数
い
た
だ
き
、
15
年
３
月
の
開
催
で
第
９
回
を
迎
え

ま
し
た
。
毎
回
、参
加
者
ニ
ー
ズ
か
ら
食
育
に
関
す
る
興
味
深
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、

多
彩
な
講
師
を
招
い
て
開
催
。
食
育
に
関
す
る
情
報
発
信
を
お
こ
な
い
、
教
育
・
保
育

に
携
わ
る
方
々
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
食
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

同
じ
く
09
年
よ
り
、
保
育
・
小
中
学
校
の
家
庭
科
・
栄
養
教
諭
や
栄
養
士
の
方
々
と

と
も
に
食
育
の
情
報
交
換
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
食
育
研
究
会
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
会
場
に
、
毎
年
夏
休
み

期
間
に
研
修
の
一
環
と
し
て
開
催
。
給
食
の
参
考
に
な
る
メ
ニ
ュ
ー
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
応
し
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
提
案
し
、
参
加
者
の
方
々
に
調
理
・
試
食
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
社
員
な
ど
に
よ
る
食
育
に
関
す
る
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
も
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
約
２
５
０
名
に
参
加
い
た
だ
き
、「
学
校
で
役
立
つ
食
育
指
導

や
メ
ニ
ュ
ー
の
情
報
が
得
ら
れ
る
」
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
護
者
層
に
向
け
た「
Ｒ
ｉｃｅ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

「
ご
は
ん
」
を
お
い
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
日
本
の
食
文
化
を
伝
え
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象
に
「
Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ

ナ
ー
」
を
２
０
１
１
年
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
阪
ガ
ス
社
員
と
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
講
師
が
セ
ミ
ナ
ー
講
師
を
務
め
、主
食
で
あ
る「
ご
は
ん
」

に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

次
世
代
へ
の
継
承
を
推
進
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

「
お
米
」に
つ
い
て
、保
存
方
法
な
ど
の
基
本
か
ら
、

「
お
米
」
が「
ご
は
ん
」
に
変
化
す
る
科
学
的
な
研

究
結
果
ま
で
説
明
し
ま
す
。
土
鍋
と
ア
ル
ミ
鍋
で

「
ご
は
ん
」の
炊
き
比
べ
を
し
、お
い
し
い「
ご
は
ん
」

の
上
手
な
炊
き
方
を
実
習
。「
お
む
す
び
」
を
つ

く
っ
て
試
食
し
ま
す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
「
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ

ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
２
」
販
売
促
進
・
消
費
促

進
部
門
で
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

小
学
生
に
向
け
た「
エ
コ・ク
ッ
キ
ン
グ
」授
業

２
０
１
３
年
度
か
ら
、
大
阪
ガ
ス
社
員
が
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
講
師
と

と
も
に
小
学
校
へ
出
向
き
、
５
・
６
年
生
を
対
象
に
「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

（
※
３
）」 

授
業
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
食
材
が
生
産
さ
れ
食
卓
に
上
が
る
ま
で
に
費
や
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
、
買
い
物
か
ら
無
駄
の
な
い
調
理
、
水
を
汚
さ
な
い
片
付
け
に
至
る
ま
で
の
一

連
の
行
動
と
地
球
環
境
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
学

ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
鍋
で
炊
く
ご
は
ん
、
み
そ

汁
、
み
そ
汁
の
だ
し
を
取
っ
た
後
の
か
つ
お
節
を

使
っ
た
ふ
り
か
け
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
実
習
し

な
が
ら
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
最

後
に
は
、
エ
コ
を
考
え
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
調
理

し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
か
な
ど
を
振
り
返
り
、

食
と
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
14
年
度
は
約

３
０
０
回
の
授
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

「第１回食育セミナー」 講師  朝原宣治氏

「第８回食育セミナー」 講師  土井善晴氏

「Riceサイエンスセミナー」の様子

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た「
い
た
だ
き
ま
す
で
育
も
う
！
調
理
力
検
定
」

大
阪
ガ
ス
の
「
食
育
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
食
環
境
に

つ
い
て
総
合
的
に
学
べ
る
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
「
い
た
だ
き
ま
す
で
育
も
う
！
調
理
力

検
定
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
栄
養
と
食
事
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
が
生

活
で
実
践
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
検
定
で
す
。
学
校
や
ご
家
庭
で
、
ク
イ
ズ
形
式
で
楽

し
く
学
習
で
き
ま
す
。

家
庭
で
の
食
育
を
推
進
す
る

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」を
開
催

大
阪
ガ
ス
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
食
育
の
日
で

あ
る
６
月
19
日
直
近
の
日
曜
日
に
、
全
地
区
の
大

阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
「
チ
ャ
リ
テ
ィ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
一
斉
に
開
催
し
て

い
ま
す
。「
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
び
な

が
ら
家
族
で
料
理
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
毎

年
、
約
３
０
０
名
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
早
い
年
齢
か
ら
家
庭
で
食
育
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
５
歳
か
ら
小
学
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
ペ
ア
で
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、地
産
地
消
、

野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
る
、
エ
コ
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
料
理
実
習
だ
け

で
な
く
、
食
に
関
し
た
ク
イ
ズ
や
旬
野
菜
の
展
示
、
試
食
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
講
習
費
は
全
額
を
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
基
金
と
し
て
寄
付
し
て
い
る

ほ
か
、
講
習
で
使
う
食
材
は
中
央
卸
売
市
場
の
中
井
青
果
株
式
会
社
よ
り
提
供
い
た
だ

き
、
同
じ
く
東
北
支
援
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
株
式
会
社
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
に

も
協
賛
い
た
だ
く
な
ど
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
を
促
進
す
る
役
割
を
担
う
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。

13
年
に
は
、「
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
３
」
の
販
売
・

促
進
部
門
で
入
賞
し
ま
し
た
。

他
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン

他
に
も
、
他
企
業
と
の
共
催
に
よ
り
、
当
社
だ

け
で
は
実
現
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

日
本
ハ
ム
株
式
会
社
と
は
、
２
０
０
９
年
度
よ

り
、日
本
ハ
ム
商
品
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
視
覚
障
が
い

者
向
け
料
理
講
習
会
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ

に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
を
機
に
、
15
年

に
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
と
共
催
で
「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
お
菓
子
を
使
っ
た
料
理
講
習

会
「
親
子
で
学
ぼ
う
！
防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

身
近
に
あ
る
物
や
食
料
を
使
っ
て
、
災
害
時
を
乗
り
切
る
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
の
食
育

食
育
は
、
変
わ
り
ゆ
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
中
で
、
健
康
的
な
心
身
を
育
む
普
遍
的

な
取
り
組
み
で
あ
り
、
食
料
自
給
率
や
環
境
問
題
の
視
点
か
ら
も
、
企
業
が
参
加
す
べ

き
社
会
貢
献
活
動
の
重
要
な
一
分
野
で
す
。
受
け
継
い
で
き
た
大
切
な
食
文
化
を
未
来

の
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
、
大
阪
ガ
ス
は
今
後
も
食
育
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（※3） 「エコ・クッキング」は東京ガス株式会社の登録商標です。

「エコ・クッキング」授業で講師を務める
大阪ガス社員と大阪ガスクッキングスクール講師

「いただきますで育もう！調理力検定」のウェブページ

「親子で学ぼう！防災クッキング」の様子

「チャリティファミリークッキング」の様子

大阪ガスホームページ 「食育」
http://www.osakagas.co.jp/shokuiku/

「いただきますで育もう！調理力検定」
http://okids.chouriryoku.jp
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こ
の
経
験
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
火
に
親
し
み
、
火
を
学
び
、
調
理
に
か
か
わ
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

が
築
い
て
き
た
生
活
文
化
や
食
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
現
代
で
は
、
火

を
教
え
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
火
に
親
し
み
、
火

を
学
ぶ
た
め
に
、
昔
の
調
理
道
具
で
あ
る
七
輪
や
か
ま
ど
が
と
て
も
役
立
つ
こ
と
も
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
火
に
親
し
み
、
火
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
豊

か
な
心
を
育
む
「
火
育
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

脳
の
活
性
化
研
究
と
火
育
研
究

２
０
０
８
年
に
は
、
仙
台
市
郊
外
で
、
実
際
に
火
を
使
っ
た
と
き
の
脳
の
働
き
を
近

赤
外
線
計
測
装
置
に
よ
り
測
定
し
ま
し
た
。
そ
の
計
測
実
験
か
ら
、
火
を
見
た
だ
け
で

は
脳
の
活
性
化
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
が
「
マ
ッ
チ
を
擦
る
」「
七
輪

で
火
を
お
こ
す
」「
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
点
火
す
る
」
と
い
う
、
自
分
自
身
が
「
火
を
扱
う
」

と
き
に
脳
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

火ひ

育い
く

の
は
じ
ま
り

大
阪
ガ
ス
は
、
子
ど
も
た
ち
を
火
か
ら
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、
火
の
正
し
い
使
い

方
や
火
の
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
、
火
に
親
し
み
、
火
を
学
ぶ
こ
と
を
次
世
代
教
育
の

重
要
な
テ
ー
マ
と
考
え
、「
火
育
」
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
、大
阪
ガ
ス
の
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て「
火
と
子
ど
も
」に
つ
い
て
研

究
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
準
備
の
中
で「
子
ど
も
た
ち
が
、火
が
熱
い
と
い
う
こ
と
も
知

ら
な
い
」と
い
う
話
を
聞
き
、07
年
10
月
に
京
都
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
共
同
で「
火
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」を
実
験
的
に
実
施
。会
場
は
京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
の
駐
車
場
、テ
ー
マ
は「
火
育
：
火
の
力
を
知
ろ
う
！ 

サ
ン
マ
を
ジ
ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
焼
こ

う
！
」と
し
ま
し
た
。
参
加
者
募
集
に
は
京
都
市
教
育
委
員
会
に
も
協
力
い
た
だ
き
、29

家
族
、66
名
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
家
族
に
１
台
ず

つ
七
輪
を
渡
し
、マ
ッ
チ
を
擦
っ
て
七
輪
の
炭
に
着
火
し
、サ
ン
マ
を
焼
い
て
薪
か
ま
ど

で
炊
い
た
ご
飯
と
一
緒
に
食
べ
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
、

マ
ッ
チ
の
擦
り
方
を
知
ら
な
い
子
ど
も
が
だ
ん
だ
ん
上
手
に
な
り
自
信
を
持
っ
て
点
火

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、七
輪
で
炭
火
を
お
こ
し
て
苦
労
し
な
が
ら
焼
い
た
サ
ン
マ
を

き
れ
い
に
食
べ
た
り
と
、子
ど
も
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
代
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、火
は
特
別
の
意
味
が
あ
る
と
確
信
で
き
ま
し
た
。

食
分
野
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動

大
阪
ガ
ス
の
火
育
│
さ
ま
ざ
ま
な
炎
の
恵
み
を
次
の
世
代
へ

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社  
船
溪 

俊
輔 +

 

細
江 

文　

 

大
阪
ガ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会
社  

小
林 

雅
史　

 

火
育
グ
ラ
ン
ド
マ
イ
ス
タ
ー  
松
原 
秀
樹

１
（
２
）

火を使ったときの脳の活性化を近赤外線計測装置により測定する様子

火と子どもの研究
「火育カリキュラム」の様子

マッチを
擦る

七輪で
火をおこす

ガスコンロを
点火する

利き手をグーパーする

火のない七輪を見る

大人がマッチを擦るのを見る

火のある七輪を見る

火のある七輪にサンマを乗せる、
焼けるのを見る

サンマを裏返す、
焼けるのを見る

自分でマッチを擦る

自分で七輪で火をおこす

火のないかまどを見る

ガスコンロを見る

火のあるかまどを見る

ガスコンロの火を見る

かまどを火吹き竹で吹くのを見る

自分でガスコンロを点火する

色凡例

赤：基準値より血流量が増加し、
　　活性化が見られる
白：基準値
青：基準値より沈静している

近赤外線で計測中の子どもの脳画像（2008年）

第
３
章　

大
阪
ガ
ス
の
炎
と
食
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15
年
現
在
、大
阪
ガ
ス
が
火
育
と
し
て
提
供
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
３
つ
で
す
。

◎
火
お
こ
し
体
験

古
代
の
火
お
こ
し
や
マ
ッ
チ
の
擦
り
方
な
ど
、
安
全
な
火

の
扱
い
方
、
火
を
使
っ
た
調
理
が
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
会
、
小
学
校
の
体

験
授
業
な
ど
で
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◎
火
に
ま
つ
わ
る
物
語
の
朗
読
会

「
た
の
し
い
」「
お
い
し
い
」「
い
や
し
」
な
ど
、
火
に
ま

つ
わ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
聞
か
せ
る
会
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
と
の
共
同
制
作
で
す
。

◎
小
学
校
へ
の
出
張
授
業

　
「
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
し
く
み
、
燃
焼
の
ふ
し
ぎ
」

さ
ま
ざ
ま
な
炎
の
違
い
を
観
察
し
、
あ
ぶ
り
実
験
を
お
こ

な
う
小
学
校
高
学
年
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
小
学
６
年
理

科
単
元
「
も
の
が
燃
え
る
と
き
」
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

14
年
度
の
実
施
は
、「
火
お
こ
し
体
験
」
が
年
間
延
べ
38

日
で
９
７
５
組
２
１
１
０
名
の
参
加
、「
小
学
校
へ
の
出
張

授
業
」
は
延
べ
30
回
で
し
た
。「
火
に
ま
つ
わ
る
物
語
の
朗

読
会
」
は
、
屋
外
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン

ト
で
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
家
庭
や
学
校
で
活
用
い

た
だ
け
る
火
育
教
材
と
し
て
、
火
育

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

│
火
お
こ
し
体
験
│
」、「
お
う
ち
で

で
き
る
『
火
育
』
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」、
火
育

活
動
紹
介
ビ
デ
オ
も
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

火
育
の
ひ
ろ
が
り

当
初
大
阪
ガ
ス
は
、
火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
当
社
供
給
エ
リ
ア
内
で
お
こ
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
火
を
扱
う
ガ
ス
会
社
共
通
の
も
の
と
し
て
全
国
に
広
め
た
い
と
考
え
、
日
本

ガ
ス
協
会
な
ど
を
通
じ
て
各
ガ
ス
会
社
に
も
火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
全
国
に
火

育
を
広
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
火
育
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、設
営
・

運
営
の
他
、道
具
の
貸
し
出
し
や
現
場
で
の
正
し
い
使
い
方
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
す
。
個
別
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、各
ガ

ス
会
社
か
ら
希
望
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、集
合
講
習
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

講
義
と
、道
具
の
使
い
方
、火
種
か
ら
の
発
火
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
正
し
く
で
き
る
よ
う

実
技
講
習
を
実
施
。
こ
の
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は「
火
育
マ
イ
ス
タ
ー
」の
認
定
証
を

授
与
し
、火
育
マ
イ
ス
タ
ー
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
火
育
キ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
を
お
こ

な
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

対
象
は
日
本
ガ
ス
協
会
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の
会
員
会
社
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
会

を
通
し
て
受
講
希
望
者
を
募
集
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
２
月
を

皮
切
り
に
15
年
10
月
ま
で
に
22
回
開
催
し
、
延
べ
４
２
４
社
６
９
６
名
が
火
育
マ
イ
ス

タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
大
阪
ガ
ス
本
社
で
講
習
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
各
地
域
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
地
域
で
30
名
程
度
の
参
加
者
が
ま
と
ま
れ
ば
出
張

講
習
会
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
火
育
マ
イ
ス
タ
ー
へ
の
火
育
セ
ッ
ト

貸
し
出
し
は
、
14
年
度
で
年
間
27
回
、
お
よ
そ
１
２
０
０
名
分
で
し
た
。

12
年
11
月
に
は
、
初
め
て
東
京
ガ
ス
と
連
携
し
て
火
育
イ
ベ
ン
ト
を
同
日
開
催
し
ま

し
た
。ま
た
、西
部
ガ
ス
提
供
番
組
「
た
べ
ご
こ
ろ（
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
）」
で
は
火
育
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
い
た
だ
き
、四
国
ガ
ス
と
四
国
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
共
同
で
開
催
す
る
火
育

イ
ベ
ン
ト
は
15
年
に
は
10
回
を
数
え
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、火
育
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

や
火
育
ツ
ー
ル（
冊
子
）の
活
用
な
ど
、全
国
の
ガ
ス
事
業
者
に
お
い
て
火
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
採
用
い
た
だ
き
、広
く
体
験
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
世
代
教
育
と
し
て
の
火
育
の
役
割

子
ど
も
た
ち
が
火
を
扱
う
す
べ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、「
生
き
る
力
」
に
つ
な
が

り
ま
す
。
大
阪
ガ
ス
は
、
大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
火
を
学
び
、
火
に
親
し
む
「
火
育
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
「
火
を
使

い
、
理
解
す
る
こ
と
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

古
代
発
火
法
と
火
育

ど
の
よ
う
に
し
て
子
ど
も
た
ち
に
火
に
親
し
ん
で
も
ら
う
か
と
い
う
手
段
の
模
索
を

し
て
い
る
中
、
２
０
０
８
年
１
月
、
古
代
発
火
法
の
研
究
と
実
践
に
長
年
取
り
組
ま
れ

て
い
る
和
光
大
学
名
誉
教
授
の
岩
城
正
夫
先
生
か
ら
、
古
代
発
火
法
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。「
弓
き
り
式
」
と
「
紐
き
り
式
」
と
い
う
発
火
法
を
道
具
の
つ
く
り
方
か
ら
学

び
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
大
阪
ガ
ス
の
火
育
で
は
、
大
人
と
子
ど
も
が
一
組
に
な
っ
て

取
り
組
め
る
こ
と
か
ら
、「
紐
き
り
式
発
火
法
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

08
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
火
と
子
ど
も
に
つ
い
て
介
入
実
験
を
９
回
お
こ
な

い
、「
紐
き
り
式
火
お
こ
し
」
の
デ
モ
実
施
や
参
加
者
の
「
火
お
こ
し
体
験
」
を
か
さ

ね
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
、「
火
お
こ
し
」

は
運
用
が
簡
単
で
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
保
護
者
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
火
を
扱
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
・
大
阪
ガ
ス
独
自

の
情
報
発
信
と
し
て
、
広
く
一
般
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
火
の
効
用
や
正
し
い

扱
い
方
を
体
験
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

10
年
に
は
、
大
阪
ガ
ス
の
千
里
や
京
都
の
「
生
活
誕
生
館
デ
ィ
リ
パ
」
で
開
催
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
火
育
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。「
マ
ッ
チ
を
擦
る
」「
古
代
発
火
法
で

火
種
を
つ
く
る
」「
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
点
火
す
る
」
と
い
う
火
を
扱
う
こ
と
を
体
験
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
、
こ
の
３
つ
の
体
験
を
修
了
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
「
火
育

体
験
修
了
証
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
か
さ
ね
、

大
阪
ガ
ス
独
自
の
「
火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
の
骨
格
づ
く
り
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

火
育
へ
の
取
り
組
み

大
阪
ガ
ス
は
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
「
火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
し
て
も

ら
う
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
大
阪
ガ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
イ

ト
株
式
会
社
に
よ
る
出
張
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
火
お
こ
し
指
導
者
と
し
て
社
員
Ｏ
Ｂ

を
起
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
準
備
が
整
っ
た
２
０
１
１
年
６
月
か
ら
、
大
阪
ガ
ス

の
次
世
代
教
育
と
し
て
火
育
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

火
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
日
数
は
、
11
年
は
年
間
25
日
、
12
年
は
年
間
40
日
と
着
実

に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
実
施
場
所
、
対
象
、
内
容
の
幅
も
広
が
り
、
小
学
校
の
授
業

の
一
環
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
炊
飯
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
多
彩
な
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

火育グランドマイスターによる紐きり式古代発火法の実演
参加者の親子は、グランドマイスターの指導で①～③までをおこなう。火おこし道具

板と棒を摩擦する

風を送ると赤く光る

振り回して空気を送る

紙の上に火種ができる

火種を麻綿にくるむ

発火する

1

3

5

2

4

6

ハンドピース（タモ）

テフロン板

ヒキリ棒（竹）
縦筋は滑り止めの溝

ヒキリ板（杉）

引きヒモ

押さえコマ（樫）

他に火種受けのケント紙

発火用麻綿

ヒキリギネ（空木）

ヒキリウス（黒い所は使用済み）
ヒキリギネを当てて摩擦させる

大阪ガスホームページ 「火育」
http://www.osakagas.co.jp/hiiku/
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大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
料
理
活
動

株
式
会
社
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル  

北
村 

元
子 +

 

細
辻 

珠
紀 +

 

山
本
一
恵

ご
夫
婦
で
参
加
の
方
も
お
ら
れ
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
レ
ッ
ス
ン

多
く
の
資
格
を
有
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
増
え
、知
識
や
技
術
を
生
か
し
た
多
彩

な
レ
ッ
ス
ン
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
も
つ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
や
、薬
膳
、飲
茶
、飾
り
巻
き
ず
し
、蕎
麦
打
ち
、手
打
ち

う
ど
ん
、手
づ
く
り
味
噌（
白
み
そ
、信
州
み
そ
、金
山
寺
味
噌
）、塩
麹
づ
く
り
、ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
な
ど
、テ
ー
マ
に
沿
っ
て
絞
り
込
ん
だ
内
容
の
レ
ッ
ス
ン
が
好
評
で
す
。

団
体
利
用
の
変
化

団
体
で
の
ご
利
用
も
年
々
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
婦
人
会
の

親
睦
会
・
交
流
会
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
会
社
の
親
睦
会

や
お
客
さ
ま
づ
く
り
と
し
て
、
社
員
や
組
合
員
の
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
、
新
入
社

員
の
歓
迎
会
、
異
業
種
交
流
会
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
利
用
の
幅

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
料
理
は
共
同
作
業
で
す
の
で
自
然
と
会
話
が
生
ま
れ
や
す
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
料
理
教

室
を
貸
し
切
り
に
し
て
、
目
的
や
用
途
に
合
わ
せ
て
レ
シ
ピ
プ
ラ
ン
を
ア
レ
ン
ジ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

特
色
の
あ
る
料
理
講
習
会
を
開
催

「
リ
ト
ル
シ
ェフ
ア
カ
デ
ミ
ー
」

１
９
９
２
年
開
講
の
子
ど
も
向
け
料
理
教
室
「
キ
ッ
ズ
シ
ェ
フ
く
ら
ぶ
」
の
内
容
を

刷
新
し
、
２
０
０
８
年
に
「
リ
ト
ル
シ
ェ
フ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
料
理
を
通
じ
て
楽
し
く
食
育
を
実
践
で
き
る
料
理
教
室
で
す
。
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
旬
・
マ
ナ
ー
・

エ
コ
な
ど
の
各
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
指
導
し
、
食
べ
物
や
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育

み
ま
す
。「
リ
ト
ル
シ
ェ
フ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
は
、
第
１
回
目
に
は
保
護
者
の
方
々
に

も
参
加
い
た
だ
き
、食
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
最
終
回
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
つ
く
っ
た
料
理
を
保
護
者
の
方
々
も
一
緒
に
試
食
し
ま
す
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
料
理
を
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
る
だ
け
で
な

く
、「
好
き
嫌
い
が
少
な
く
な
っ
た
」、「
自
ら
家
で
料
理
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
、多
く
の
保
護
者
の
方
か
ら
喜
び
と
感
謝
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
２
０
１
４

年
８
月
に
終
了
）。

「
脳
力
ア
ッ
プ
!!
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」

大
阪
ガ
ス
は
、
２
０
０
４
年
の
東
北
大
学
川
島
教
授
と
の
共
同
研
究
「
脳
の
活
性
化

実
験
」
で
、
親
子
で
一
緒
に
調
理
を
す
る
習
慣
が
子
ど
も
の
脳
を
育
て
、
大
人
の
脳
を

鍛
え
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。
食
育
の
基
本
で
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ
は
健

全
な
心
身
を
育
む
ば
か
り
で
な
く
、
脳
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
マ
イ
ホ
ー
ム

ク
ッ
キ
ン
グ
を
通
じ
て
調
理
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
や
家
族
で
囲
む
楽
し
い
食
卓
の
経
験

が
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
に
な
る
と
考
え
、
07
年
か
ら
春
休
み
と
夏
休
み
の
期
間
に

「
脳
力
ア
ッ
プ
!!
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
母
の
日
、
父
の

日
、
敬
老
の
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
な
ど
、
年
中
行
事
に

合
わ
せ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
14
年
度
に
は
、
延
べ

約
８
６
０
組
、
約
１
９
０
０
名
の
ご
家
族
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

家
庭
で
料
理
を
す
る
と
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
、
子
ど
も
の
「
食
」

へ
の
興
味
が
広
が
り
ま
す
。
自
宅
で
は
時
間

に
追
わ
れ
て
ゆ
っ
く
り
子
ど
も
と
料
理
を
つ

く
る
時
間
が
取
れ
な
い
保
護
者
の
方
に
も
、

ス
ク
ー
ル
で
の
レ
ッ
ス
ン
で
、
家
族
で
ゆ
っ

く
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

料
理
や
お
菓
子
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

「
脳
を
元
気
に
す
る
男
性
シ
ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
」

大
阪
ガ
ス
は
、
２
０
０
５
年
に
定
年
後
の
男
性
を
対
象
に
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
グ
リ
ル

を
使
っ
た
簡
単
な
調
理
の
習
慣
が
脳
機
能
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て

実
証
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
05
年
か
ら
08
年
ま
で
55
歳
以
上
の
男
性
を
対

象
に
「
脳
を
元
気
に
す
る
料
理
講
習
会
」
を
開
催
し
、
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
総
数
は
延
べ
約
２
７
０
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
ガ
ス
の
料
理
活
動

大
阪
ガ
ス
は
、
１
９
２
４
年
、
当
時
の
本
社
ビ
ル
に
現
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
の
前
身
で
あ
る
「
割
烹
研
究
会
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
33
年
、
現
在
の
本
社
ビ
ル
で

あ
る
ガ
ス
ビ
ル
が
竣
工
し
、「
割
烹
研
究
会
」
か
ら
名
称
を
変
え
た
「
瓦
斯
料
理
講
習
室
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、９
カ
所
あ
る
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
淀
屋
橋
・
堺
・
千
里
・
奈
良
・

神
戸
・
京
都
・
和
歌
山
・
姫
路
・
滋
賀
）
と
大
阪
ガ
ス
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「hu+gM

U
SEU

M

（
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
の
４
Ｆ
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
を
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
株

式
会
社
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
２
０
１
４
年
６
月
、
株
式
会
社
ア
プ
リ
ー

テ
ィ
セ
サ
モ
か
ら
社
名
変
更
）
が
運
営
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
多

様
な
コ
ー
ス
で
料
理
講
習
会
を
実
施
。
２
０
１
４
年
度
に
は
、
年
間
５
万
７
３
５
３
人

の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
考
え
て
食
べ
る
力
を
は
ぐ
く
む
食
育
は
、
す
べ

て
の
世
代
に
必
要
な
も
の
」
と
考
え
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
従
来
か
ら
の
料
理
講

習
に
加
え
、
子
ど
も
や
家
族
、
シ
ニ
ア
男
性
な
ど
に
対
象
を
拡
げ
た
料
理
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
大
学
・
行
政
・
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン
や
出
張
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
も
実
施
。
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
、
新
た
な
可
能
性
を
さ
ぐ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

少
人
数
制
の
レ
ッ
ス
ンへ
の
移
行

長
年
、
１
テ
ー
ブ
ル
に
８
〜
10
人
の
グ
ル
ー
プ
実
習
で
６
〜
８
品
の
料
理
を
つ
く
る

レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ま
の
ご
要
望
に
あ
わ
せ
て
２
０
０
４
年

頃
か
ら
、
さ
ら
に
ゆ
っ
く
り
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
１
テ
ー
ブ
ル
の
定

員
を
６
人
に
変
更
し
、
品
数
も
５
品
程
度
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
さ
ら
に
少
人

数
で
３
品
程
度
の
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
ッ
ス
ン
を
加
え
、
基
礎
料
理
や
基
礎
ケ
ー
キ
、
基
礎

パ
ン
な
ど
は
２
人
１
組
で
の
実
習
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。「
ひ
と
り
で
ク
ッ
キ
ン
グ
」

な
ど
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ひ
と
り
で
仕
上
げ
る
料
理
レ
ッ
ス
ン
も
人
気
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

初
め
て
の
お
客
さ
ま
限
定
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ッ
ス
ン

多
く
の
お
客
さ
ま
に
料
理
講
習
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

２
０
０
９
年
か
ら
14
年
３
月
ま
で
料
理
教
室
に
初
め
て
参
加
の
方
に
限
定
し
て
、
短
時

間
で
低
価
格
の
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
所
要
時
間
１
０
０
分
（
通
常
約
１
５
０

〜
１
８
０
分
）、
費
用
１
０
０
０
円
（
通
常
２
５
０
０
〜
３
５
０
０
円
）
で
、
時
間
帯
を

変
え
て
１
日
に
３
〜
４
回
（
午
前
１
回
、
午
後
２
回
、
夕
方
１
回
）
実
施
。
毎
年
、
約

１
万
人
の
初
め
て
の
お
客
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
手
軽
に

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
や
す
い
イ
タ
リ
ア
ン
や
和
カ
フ
ェ
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
。
土
日
に
は

２

「親子クッキング」の様子

第
３
章　

大
阪
ガ
ス
の
炎
と
食
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男
性
対
象
ク
ッ
キ
ン
グ

料
理
に
興
味
を
も
つ
男
性
が
増
え
る
中
、

男
性
を
対
象
に
し
た
レ
ッ
ス
ン
を
１
９
７
０

年
代
後
半
か
ら
始
め
、名
称
が
「
メ
ン
ズ
ク
ッ

キ
ン
グ
」
さ
ら
に
「
男
性
限
定
わ
く
わ
く
レ
ッ

ス
ン
」
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
男

性
に
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
大
変
好

評
で
す
。
毎
年
、
延
べ
約
９
０
０
名
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
校
や
企
業
へ「
食
の
プ
ロ
」の
講
師
を
派
遣

２
０
１
０
年
よ
り
、
栄
養
士
の
資
格
を
も

つ「
食
の
プ
ロ
」で
あ
る
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
セ
ミ
ナ
ー
専
任
講
師
を
派
遣

し
、食
育
に
関
す
る
出
張
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
食
育
授
業
を
担
当
す
る
学

校
の
栄
養
教
諭
や
、
成
長
期
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
の
方
、
自
治
会
や
婦
人
会
、
企
業

の
労
働
組
合
の
方
向
け
な
ど
に
、
ご
希
望

に
応
じ
た
テ
ー
マ
、
内
容
で
講
義
や
実
習
を

お
こ
な
い
、
年
間
１
０
０
回
以
上
開
催
し
て

い
ま
す
。

産
官
学
と
連
携
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン
を
実
施

大
阪
大
学
21
世
紀
懐
徳
堂
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン 

大
阪
大
学
×
大
阪
ガ
ス「
ア
カ
デ
ミ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

大
阪
大
学
21
世
紀
懐
徳
堂
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
大
阪
大
学
研
究
者
に
よ
る

専
門
分
野
の
講
義
と
、
講
義
内
容
に
ち
な
ん
だ
料
理
実
習
・
試
食
を
組
み
合
わ
せ
た
斬

新
な
料
理
教
室
「
ア
カ
デ
ミ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
２
０
１
０
年
か
ら
15
年
６
月
ま
で
開
催

し
ま
し
た
。「
熟
年
夫
婦
の
心
身
の
健
康
の
秘
訣
は
夫
の
食
の
自
立
に
あ
る
」
と
説
く

医
学
系
研
究
科
准
教
授
に
よ
る
「
男
の
え
え
加
減
料
理
講
座
」
や
、
生
命
機
能
研
究
科

教
授
か
ら
「
す
べ
て
の
細
胞
は
た
っ
た
１
個
の
受
精
卵
か
ら
で
き
て
い
る
」
と
い
う
発

生
学
の
概
要
を
学
ん
だ
後
、
ト
リ
の
各
部
位
を
発
生
初
期
の
分
化
を
意
識
し
な
が
ら
調

理
す
る
「
発
生
学
的
鶏
料
理
考
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
料
理
教
室
が
実
現
し
ま
し
た
。

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン「『
か
る
し
お
』レ
シ
ピ
講
習
会
」

高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
進
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
生
活
習
慣
の
改

善
、
と
り
わ
け
食
生
活
の
改
善
が
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
循
環
器
病

研
究
セ
ン
タ
ー
（
国
循
）
の
調
理
師
が
家
庭
で
実
践
で
き
る
「
か
る
し
お
」
の
レ
シ
ピ

の
講
習
会
を
２
０
１
１
年
か
ら
実
施
。「
か
る
し
お
」
と
は
、
国
循
が
提
唱
す
る
塩
を

軽
く
使
っ
て
う
ま
み
を
引
き
出
す
減
塩
の
新
し
い
考
え
方
で
、
１
食
の
塩
分
２
ｇ
未
満

の
バ
ラ
ン
ス
献
立
で
す
。
試
食
後
に
は
管
理
栄
養
士
の
健
康
講
話
も
あ
り
ま
す
。

カ
ナ
ダ
領
事
館
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン

文
化
交
流
を
含
め
て
カ
ナ
ダ
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
目
的
で
カ
ナ
ダ
領
事
館
と
企
画
。

２
０
１
１
年
か
ら
、
カ
ナ
ダ
の
豊
富
な
食
材

（
オ
マ
ー
ル
海
老
、
サ
ー
モ
ン
、
カ
ニ
、
豚

肉
、牛
肉
、メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
、キ
ャ
ノ
ー

ラ
油
、
ア
イ
ス
ワ
イ
ン
、
小
麦
、
大
豆
な
ど
）

の
振
興
の
た
め
の
特
別
レ
ッ
ス
ン
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
食
材
を
実
際
に
手
に
取
っ

て
味
わ
い
、
そ
の
品
質
の
良
さ
に
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

タ
イ
国
政
府
貿
易
セ
ン
タ
ー
大
阪
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン

タ
イ
料
理
を
紹
介
し
、タ
イ
の
食
材
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

辛
い
イ
メ
ー
ジ
の
タ
イ
料
理
で
す
が
、
子
ど
も
に
も
味
わ
え
る
料
理
で
あ
る
こ
と
知
っ

て
い
た
だ
く
目
的
で
、
親
子
ペ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
を
２
０
１
４
年
９
月
に
開
催
。

15
年
に
は
４
月
第
４
日
曜
の「
タ
イ
・
マ
ン
ゴ
ー
デ
ー
」に
合
わ
せ
て
、親
子
ペ
ア
ク
ッ
キ

ン
グ
に
加
え
て
、大
人
の
方
向
け
の
タ
イ
料
理
の
レ
ッ
ス
ン
を
各
１
回
実
施
し
ま
し
た
。

「出張食育セミナー」の様子

「カナダ料理講習会」の様子

地
方
行
政
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン

地
域
の
文
化
風
土
と
結
び
つ
い
た
特
産
品
、
農
産
物
、
海
産
物
な
ど
を
用
い
た
料
理

を
開
発
。
郷
土
料
理
な
ど
も
紹
介
し
な
が
ら
、
地
域
の
食
材
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る

レ
ッ
ス
ン
で
す
。
食
材
の
認
知
促
進
と
観
光
誘
致
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

旅
行
会
社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン

食
の
生
産
地
で
あ
る
農
村
で
の
体
験
・
見
学
ツ
ア
ー
と
連
携
し
、
ツ
ア
ー
で
見
て
、

ふ
れ
た
食
材
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
た
り
、「
海
外
旅
行
の
き
っ
か
け
は
、

お
い
し
い
食
べ
物
」
と
、
現
地
に
行
く
前
の
予
習
と
し
て
、
そ
の
土
地
の
料
理
を
紹
介

す
る
レ
ッ
ス
ン
を
旅
行
会
社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

食
品
会
社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン

食
品
関
係
の
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
ご
参
加
の
方
々
に
商
品
の
試
飲
、
試
食
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
に
さ
ま
ざ
ま
な
お
酒
を
ご
用
意

い
た
だ
き
、
お
酒
の
愉

し
み
方
や
料
理
と
の

相
性
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
も
交
え
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

拡
が
る
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン
の
可
能
性

料
理
だ
け
で
な
く
、テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、

食
生
活
を
豊
か
に
す
る
よ
う
な
付
加
価
値
の
高
い
レ
ッ
ス
ン
も
開
催
。
落
語
や
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ス
ン
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

２
０
１
１
年
11
月
か
ら
、
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ブ
ロ
グ
を
開
始
し
ま
し
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
実
施
し
た
講
習
会

の
レ
ポ
ー
ト
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
声
、
お
客
さ
ま

の
声
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
お
薦
め
の
キ
ッ
チ
ン
グ
ッ
ズ
を
紹
介
す
る
な
ど
、
お

客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
15
年
11
月
ま
で
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
で
２
４
２
５
の
「
い
い
ね
」
ボ
タ
ン
を
押
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

メ
ニュ
ー
の
開
発

２
０
１
１
年
、
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
メ
ニ
ュ
ー
開
発
室
が
発
足
し
ま

し
た
。
全
ス
ク
ー
ル
の
統
一
レ
ッ
ス
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
コ
ラ
ボ
先
の
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
和
洋
中
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
イ
ー
ツ
や
パ
ン
、

さ
ら
に
茶
懐
石
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
料
理
の
試
作
研
究

を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
膨
大
な
レ
シ
ピ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
協
力
し
、
料
理
写
真
の
撮

影
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
惣
菜
に
、
飲
食
店
で
は
料
理

の
1
品
に
、
女
性
目
線
の
ア
イ
デ
ア
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
会
報
誌
へ
の
レ
シ
ピ
の
掲
載
、
レ
シ
ピ
カ
ー
ド
の
作
成
な
ど

に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
２
０
０
８
年
に
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た

大
阪
ガ
ス
の
食
育
活
動
と
連
携
し
た
活
動
が
増
え
て
い
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
お
客
さ
ま
と
「
食
」
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
続
き
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「男性限定わくわくレッスン」の様子

「2000いいね」
ありがとうございました

大阪ガスクッキングスクールホームページ
https://www.og-cookingschool.com
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メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｒ

近
年
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
影
響
力
は
相
対
的
に
低
下
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
を
含
む
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
が
著

し
く
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
活
か
し
た
情
報
発
信
が

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
を
意
識
し
な
が

ら
、
大
阪
ガ
ス
で
は
、「
食
」
を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
重
要

項
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
、「
大
阪
ガ
ス
の
食
」
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
多
角
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

マ
ス
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
ガ
ス
厨
房
機
器
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。
タ
レ
ン
ト
を
起

用
し
た
Ｃ
Ｍ
で
商
品
の
認
知
を
図
る
と
と
も
に
、
ガ
ス
火
調
理
へ
の
興
味
や
関
心
を
喚

起
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
展
開
と
連
動
し
て
、「
食
博
」
や
「
ガ
ス
て
ん
」
な
ど
の
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
で
、
実
際
に
体
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
る
機
能
お
よ
び
安
全
性
の
訴

求
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
Ｐ
Ｒ
を
通
し
て
、
大
阪
ガ
ス
の
食
育
や
火
育

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
一
般
社
会
で
の
認
知
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
大
阪
ガ
ス
な
ら
で
は
の
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を
積
極
的

に
発
信
。
男
性
向
け
ク
ッ
キ
ン
グ
、
食
育
、
火
育
に
関
す
る
取
材
が
多
く
、
社
会
的
に

関
心
が
高
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
活
動
の
背
景
に
あ
る
コ
ン
セ

プ
ト
の
理
解
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
展
開

大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の
株
式
会
社
ク
リ
エ
テ
関
西
が
、
グ
ル
メ
情
報
誌
『
あ
ま
か
ら

手
帖
』
を
制
作
・
発
行
し
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
関
西
の
食
を
見
つ
め
、
関
西

発
の
食
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
大
人
の
愉
し
い
食
マ
ガ
ジ
ン
」。

飲
食
店
情
報
を
は
じ
め
、
食
に
関
す
る
話
題
を
幅
広
く
取
り
上
げ
、
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
に
創
刊
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

食
関
連
広
報
・Ｐ
Ｒ
活
動 ３

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社  
米
原 

ひ
ろ
み +

 

住
田 

希
美 +

 

太
尾 

小
千
津

『あまから手帳』2015年11月号
（画像提供：株式会社クリエテ関西）
『あまから手帳』2015年11月号

１
９
８
０
年
に
発
刊
し
２
０
０
０
年
に
１
９
８
号
で
終
刊
し
た
、
料
理
冊
子
『
タ
ー

ブ
ル
ド
ゥ
シ
ェ
フ
』
に
変
わ
る
形
で
、
03
年
に
レ
シ
ピ
冊
子
『
旬
菜
ク
ッ
キ
ン
グ
』
を

発
刊
。『
あ
ま
か
ら
手
帖
』
の
ス
タ
ッ
フ
が
制
作
し
、
年
2
回
（
春
夏
号
・
秋
冬
号
）

発
行
し
て
い
ま
す
。
ガ
ス
火
を
使
っ
た
多
彩
な
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
、大
阪
ガ
ス
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
チ
ェ
ー
ン
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
通
し
て
配
布
し
て
い

ま
す
。「
食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

フ
ラ
ム
フ
レ
ン
ズ
」（
67
頁
参
照
）
の
会
員
の
方
々
に
も
ご

登
場
い
た
だ
き
、
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

１
９
９
５
年
、
日
本
初
の
本
格
的
レ
シ
ピ
サ
イ
ト
「
ボ
ブ
と
ア
ン
ジ
ー
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
現
在
で
は
８
０
０
０
点
以
上
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
今
も
変
わ
ら
ぬ
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
は
、
ウ
ェ
ブ
活
用
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
く
こ

と
を
受
け
、
食
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
大
阪
ガ
ス
の
食
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
み

ん
な
の
食
ナ
ビ
」
を
開
設
。
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
独
自
の
テ
ー
マ
で
レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る
サ
イ
ト
も
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

同
じ
く
11
年
に
「
火
で
炊
く
コ
ン
ロ
で
ご
は
ん
生
活
」
を
開
設
。
ご
は
ん
料
理
３
８
０

品
の
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
、
コ
ン
ロ
で
お
い
し
い
ご
は
ん
が
炊
け
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。
13
年
に
開
設
し
た
「
グ
リ
ル
の
新
発
想
」
で
は
、
グ
リ
ル
の
良
さ
を
わ
か
っ
て

い
た
だ
く
簡
単
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
、
グ
リ
ル
調
理
の
促
進
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
情
報
発
信
の
手
法
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
、
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
Ｐ
Ｒ
手
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
大
阪
ガ
ス
の
食
」
情
報
を
発
信
し
続
け
、
お
客
さ
ま
と

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

『旬菜クッキング』2015年春夏号、秋冬号
（画像提供：株式会社クリエテ関西）
『旬菜クッキング』2015年春夏号 秋冬号

大阪ガスの食のポータルサイト「みんなの食ナビ」「グリルの新発想」

「火で炊くコンロでごはん生活」

大阪ガスの食のポータルサイト 「みんなの食ナビ」
http://www.osakagas.co.jp/company/eff orts/shoku/
「火で炊くコンロでごはん生活」 http://hidetaku.jp
「グリルの新発想」 http://www.kantan-grill.jp
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大
阪
ガ
ス
の
炎
と
食



61 60

【
背
景
】

東
北
大
学
未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー（
当
時
）の
川
島
隆
太
教
授
に

よ
る
「
単
純
計
算
や
音
読
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
行
為
が
左

右
の
大
脳
半
球
の
前
頭
連
合
野
を
活
性
化
し
、
脳
機
能
を
改
善
さ
せ
る
」
と

い
う
研
究
に
着
目
し
て
、
２
０
０
４
年
2
月
、
調
理
の
効
果
に
つ
い
て
共
同

研
究
を
申
し
入
れ
た
。

【
実
験
の
目
的
】

１
：
調
理
の
効
果
を
最
新
の
脳
科
学
で
実
証
す
る
。

２
：
親
子
で
の
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
の
脳
機
能
発
達
へ
の
効
果
を
実
証
す
る
。

【
実
験
期
間
】

２
０
０
４
年
5
月
12
日
〜
17
日

【
計
測
装
置
】

株
式
会
社
日
立
メ
デ
ィ
コ
社
製
・
近
赤
外
線
計
測
装
置
「
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」

【
脳
計
測
部
位
と
役
割
】

脳
は
、
大
脳
、
間
脳
、
中
脳
、
小
脳
、
橋き

ょ
うな

ど
に
分
か
れ
、
人
間
で
は
大
脳

が
他
の
動
物
に
比
べ
て
発
達
し
て
い
る（
図
１
）。
大
脳
の
表
面
は
皮
質
と
呼

ば
れ
、
こ
の
皮
質
に
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
司
る
部
位
が
局
在
し
て
い

る（
図
２
）。
本
実
験
で
は
、
脳
の
活
動
の
中
で
も
高
次
脳
機
能
と
い
わ
れ
る

前
頭
前
野
の
活
性
化
に
つ
い
て
計
測
し
た
。
意
思
や
理
解
、
記
憶
、
言
語
な

ど
は
、
こ
れ
ら
を
統
合
す
る
前
頭
連
合
野
で
処
理
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
創
造
力
、
情
操
、
抑
制
力
な
ど
も
前
頭

前
野
で
処
理
さ
れ
る
。
人
が
他
の
動
物
と
違
う
の
は
、
大
き
な
前
頭
前
野
を

持
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

近
赤
外
線
計
測
装
置（
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
）に
つ
い
て

近
赤
外
線
計
測
装
置
（
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
）
と
は
、
頭
皮
上
か
ら
頭
蓋

内
に
弱
い
光
を
照
射
し
、
再
び
頭
皮
上
に
戻
る
反
射
光
を
検
出
す
る
こ

と
で
大
脳
皮
質
の
血
流
量
を
検
出
し
、
そ
の
変
化
か
ら
脳
活
動
を
計
測

す
る
精
密
機
械
で
あ
る
（
写
真
１
・
図
３
）。
照
射
お
よ
び
検
出
は
グ
ラ

ス
フ
ァ
イ
バ
ー
で
で
き
て
い
る
プ
ロ
ー
ブ
（
写
真
２
）
を
用
い
る
。
な

お
近
赤
外
線
計
測
装
置
で
は
、
血
流
量
の
変
化
量
を
測
定
し
そ
の
変
化

量
か
ら
脳
の
活
動
を
読
み
取
る
た
め
、
１
つ
の
タ
ス
ク
の
前
後
に
比
較

の
た
め
の
安
静
状
態
を
入
れ
て
い
る
。

本
実
験
の
安
静
状
態
は
、
実
験
前
に
目
を
と
じ
た
状
態
で
静
か
な
音
楽

を
聞
い
て
も
ら
い
、
タ
ス
ク
終
了
後
、
目
を
と
じ
た
状
態
で
静
か
に
そ

の
音
楽
を
頭
の
中
に
思
い
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
指
示
し
た
。

大
阪
ガ
ス
実
験
住
宅
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」
を
使
用
し
、
実
生
活
に
近
い
形
で
の

調
理
作
業
中
の
脳
計
測
を
お
こ
な
っ
た
。
近
赤
外
線
計
測
装
置
を
使
用
し
た

調
理
実
験
は
世
界
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

① 

献
立
立
案（
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
）

【
実
験
目
的
】

主
婦
が
献
立
を
考
え
る
際
、
残
り
物
の
有
無
、
家
族
の
好
み
や
季
節
、
食
費
、

天
候
、
品
数
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
考
え
る
。
本
実
験
で

は
、
単
品
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
考
慮
し
た
上
で
献

立
を
考
え
る
と
い
う
、
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル
に
近
い
「
献
立
を
考
え
る
行
為

に
お
け
る
脳
活
動
」
を
計
測
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

【
実
験
方
法
】

食
卓
の
椅
子
に
座
り
、
目
を
と
じ
、
残
り
物
の
有
無
、
何
を
購
入
す
る
必
要

が
あ
る
か
な
ど
も
考
慮
し
、
１
品
で
な
く
何
品
か
を
そ
の
日
の
家
族
全
員
分

の
夕
食
と
し
て
考
え
る
。

■
被
験
者
：
成
人
女
性
15
名

■
実
験
手
順
：
安
静 

↓ 

献
立
を
考
え
る 

↓ 

安
静 

↓ 

献
立
の
報
告

【
実
験
結
果
】

活
性
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
領
域
は
、
背
外
側
前
頭
前
野（
１
）（
Ｄ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）

で
あ
る
（
図
４
）。
こ
の
部
位
の
活
性
化
は
、
献
立
が
決
定
す
る
ま
で
上
昇

傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。

食
に
関
す
る
研
究
と
発
信

近
赤
外
線
計
測
装
置
に
よ
る
調
理
と
脳
の
活
性
化
研
究

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社  
山
下 
満
智
子 +

 

高
倉 

美
香 +

 

南 

貴
美
子

４
（
１
）

料
理
が
脳
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

│
調
理
中
の
脳
活
動
を
世
界
で
初
め
て
確
認

２
０
０
４
年
５
月
、
大
阪
ガ
ス
は
、
東
北
大
学
・
川
島
隆
太
教
授
と
の
共
同
研
究
で
、

家
庭
で
「
料
理
を
す
る
こ
と
」
の
効
果
に
つ
い
て
科
学
的
に
検
証
す
る
た
め
に
、
近
赤

外
線
計
測
装
置
に
よ
る
調
理
中
の
脳
活
動
の
計
測
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
近
赤
外
線
計

測
装
置
は
、
健
康
な
人
の
動
態
中
の
脳
活
動
を
無
害
に
計
測
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た

精
密
機
器
で
す
。
頭
部
に
プ
ロ
ー
ブ
を
装
着
し
、
頭
皮
上
か
ら
近
赤
外
光
を
照
射
し
、

大
脳
皮
質
の
血
流
量
の
変
化
か
ら
脳
活
動
の
変
化
を
計
測
し
ま
す
。

計
測
実
験
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
主
婦
の
調
理
中
の
脳
活
動
の
計
測
と
、
親
子
調
理
中
の

子
ど
も
の
脳
活
動
の
計
測
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
成
人
女
性
15
名
に
参
加
い
た
だ
い
た

実
験
で
は
、
前
頭
前
野
に
プ
ロ
ー
ブ
を
装
着
し
、「
献
立
立
案
」「
野
菜
を
切
る
」「
ガ

ス
コ
ン
ロ
で
炒
め
る
」「
盛
り
付
け
る
」
と
い
う
調
理
タ
ス
ク
中
の
脳
活
動
を
計
測
し

ま
し
た
。
親
子
調
理
の
実
験
で
は
、
親
子
８
組
に
参
加
い
た
だ
き
、
親
子
で
会
話
し
な

が
ら
「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼
く
」「
盛
り
付
け
る
」
と
い
う
調
理
タ
ス
ク
中
の
子
ど
も

の
前
頭
前
野
の
脳
活
動
を
計
測
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
献
立
立
案
」「
野
菜
を
切
る
」「
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
炒
め
る
」「
盛
り
付
け
る
」、

す
べ
て
の
タ
ス
ク
中
で
成
人
女
性
の
脳
の
活
性
化
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
親
子
調

理
中
の
子
ど
も
の
「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼
く
」「
盛
り
付
け
る
」
タ
ス
ク
中
の
脳
の
活

性
化
を
確
認
し
ま
し
た
。「
料
理
を
す
る
こ
と
」
や
「
親
子
で
料
理
を
す
る
こ
と
」
で

脳
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
、
世
界
で
初
め
て
確
認
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

脳
の
病
気
や
事
故
に
よ
り
料
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
事
例
な
ど
、
従
来
の
研
究
知
見

や
本
研
究
結
果
か
ら
、「
料
理
を
す
る
こ
と
」
や
「
親
子
で
料
理
を
す
る
こ
と
」
は
前

頭
連
合
野
を
鍛
え
る
行
為
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

最
新
脳
科
学
に
よ
る
本
実
験
の
結
果
が
、
料
理
を
す
る
き
っ
か
け
や
、
家
庭
で
料
理

を
続
け
る
動
機
と
な
り
、
料
理
を
す
る
こ
と
の
価
値
を
見
直
す
機
会
の
提
供
に
つ
な
が

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
社
会
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
認
知
症
予
防
の
た

め
の
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
の
料
理
活
動
や
研
究
の
科
学
的
根
拠
に
な
る
と
考
え
、
大

阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
す
べ
て
の
研
究
論
文
を
掲
載
し
、

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
共
同
研
究
を
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
東
北
大
学
の
川
島
隆

太
教
授
な
ら
び
に
川
島
研
究
室
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
本

実
験
は
、
大
阪
ガ
ス
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
の
多
く
の
関
係
者
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

近
赤
外
線
計
測
装
置（
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
）に
よ
る
脳
の
活
性
化
の
計
測
実
験

調
理
中
の
脳
活
動
の
計
測

１

前頭葉

頭頂葉

後頭葉

側頭葉

大脳

大脳新皮質

大脳辺縁系

大脳基底核

視床

小脳

中脳
延髄

橋

脊髄

脳幹

視床下部
脳下垂体

【図1】  脳の構造

【図2】  大脳皮質のイメージ

1）背外側前頭前野：
DLPFC（Dorsolateral Prefrontal Cortex）とも
いい、脳で物事を頭に浮かべて計画や概念をつ
くり出すところで、選択もここでおこなっている。

【写真1】 
近赤外線計測装置（光トポグラフィ）【写真2】  プローブの装着

【図4】 「献立立案」タスク中の脳の活性化
（２次元イメージ）

背外側前頭前野
（DLPFC） 実

験
の
概
要

大阪ガス エネルギー・文化研究所ホームページ
http://www.og-cel.jp
研究報告「脳科学的アプローチによる調理をすることの効果に関する研究」
http://og-cel.jp/search/1210737_16068.html

検出光少 検出光多
入
射
光

増　　　減
ヘモグロビン濃度

【図3】 
脳活動の
計測のしくみ

第
３
章　

大
阪
ガ
ス
の
炎
と
食
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② 

ガ
ス
コ
ン
ロ
で
の
調
理
「
切
る
」「
炒
め
る
」「
盛
り
付
け
る
」

【
実
験
目
的
】

家
庭
で
よ
く
つ
く
ら
れ
る
炒
め
物
の
「
切
る
」、「
炒
め
る
」、「
盛
り
付
け
る
」

の
各
調
理
手
順
に
お
け
る
脳
活
動
の
計
測
を
目
的
と
し
た
。

【
実
験
方
法
】

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
、「
魚
介
と
野
菜
の
炒
め
物
」
を
調
理
し
た
。「
切
る
」、

「
炒
め
る
」、「
盛
り
付
け
る
」
の
３
つ
の
過
程
に
分
け
、
各
過
程
の
間
に
１

分
30
秒
の
安
静
を
は
さ
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ス
ク
に
お
け
る
脳
の
活
動
を
計

測
し
た
。

■
被
験
者
：
成
人
女
性
15
名

■
実
験
上
の
留
意
点
：

◎
近
年
、
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
装
置
に
よ
っ
て
初
め
て
動
態
の
脳
活
動
計
測
が

可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
ー
ブ
装
着
中
の
作
業
は
、
動
き
と
移
動

範
囲
、
時
間
が
制
限
さ
れ
る
。

◎
メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
に
は
次
の
点
を
考
慮
し
た
。

① 

実
際
に
家
庭
で
よ
く
つ
く
ら
れ
る
献
立
で
あ
る
こ
と
。

② 

時
間
が
か
か
ら
な
い
こ
と
。

③ 

調
理
法
が
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
。

④ 

色
も
形
も
多
様
な
食
材
を
使
う
こ
と
。

◎
食
材
に
つ
い
て
は
、２
人
分
を
用
意
し
、す
べ
て
使
い
き
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

◎
味
覚
に
よ
る
影
響
を
避
け
る
た
め
、
味
見
を
し
な
い
と
い
う
条
件
設
定
を

し
た
。

〈
切
る
〉
切
り
方
に
つ
い
て
の
指
示
は

せ
ず
、
自
由
に
切
っ
て
も
ら
う
。

〈
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
炒
め
る
〉（
写
真
３
）

•
先
に
切
っ
た
野
菜
と
下
味
が
つ
い
た

魚
介
を
炒
め
る
。
炒
め
る
順
序
、
時

間
な
ど
に
つ
い
て
は
指
示
を
せ
ず
、

自
由
に
調
理
す
る
。

•
炒
め
上
が
り
に
つ
い
て
も
自
分
で
判

断
し
て
も
ら
っ
た
。

•
で
き
上
が
り
に
つ
い
て
は
、
味
見
を

せ
ず
に
視
覚
の
み
で
判
断
す
る
。

〈
盛
り
付
け
る
〉

•
炒
め
上
が
っ
た
も
の
を
２
枚
の
皿
に

１
人
分
ず
つ
盛
り
付
け
る
。

•
で
き
る
だ
け
お
い
し
そ
う
に
盛
り
付

け
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

【
実
験
結
果
】

３
つ
の
実
験
過
程
の
結
果
、背
外
側
前
頭
前
野（
Ｄ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）だ
け
で
な
く
、

運
動
を
司
る
補
足
運
動
野
（
Ｓ
Ｍ
Ａ
（
２
））
お
よ
び
一
次
運
動
野
（
Ｍ
Ｉ
（
３
））
に
活

性
が
見
ら
れ
た
（
図
５
）。

成
人
女
性
が
調
理
を
し
て
い
る
と
き
、「
献
立
を
考
え
る
」、「
切
る
」、「
ガ

ス
コ
ン
ロ
で
炒
め
る
」、「
盛
り
付
け
る
」
の
ど
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、

単
に
手
を
動
か
す
と
き
よ
り
も
脳
が
活
性
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の
実

験
に
よ
っ
て
初
め
て
確
認
さ
れ
た
（
図
６
）。

【
実
験
目
的
】

親
子
で
会
話
を
す
る
こ
と
が
子
ど
も
の
脳
を
活
性
化
す
る
こ
と
は
、
既
に
立

証
さ
れ
て
い
る（

４
）。

本
実
験
で
は
、
親
子
で
会
話
し
な
が
ら
楽
し
く
調
理
す
る
と
き
の
子
ど
も
の

脳
活
動
を
調
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

【
実
験
方
法
】

子
ど
も
が
調
理
や
盛
り
つ
け
を
簡
単
に
楽
し
め
る
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼
く

（
写
真
４
）。

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
生
地
は
事
前
に
準
備
し
、
親
が
焼
き
方
を
見
せ
、
次
に
親
の

指
導
で
子
ど
も
が
同
じ
よ
う
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼
く
。
こ
の
過
程
の
脳
活

動
を
計
測
し
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
安
静
時
の
脳
活
動
を
計
測
す
る
。

続
い
て
、
飾
り
つ
け
用
に
イ
チ
ゴ
・
バ
ナ
ナ
・
絞
り
出
し
袋
に
入
れ
た
ホ
イ
ッ

プ
ク
リ
ー
ム
を
準
備
し
、
イ
チ
ゴ
・
バ
ナ
ナ
を
好
き
な
よ
う
に
切
っ
て
、
親

の
分
と
本
人
の
分
の
両
方
を
子
ど
も
に
自
由
に
盛
り
付
け
て
も
ら
う
。
こ
の

過
程
の
脳
活
動
を
計
測
し
、
盛
り
付
け
終
了
後
に
目
を
と
じ
て
安
静
時
の
脳

活
動
を
計
測
す
る
。

焼
く
過
程
、
盛
り
付
け
る
過
程
の
ど
ち
ら
の
実
験
中
も
親
子
で
自
由
に
会
話

し
て
も
ら
っ
た
。

■
被
験
者

対
象
：
小
学
校
高
学
年
の
児
童
と
そ
の
母
親

人
数
：
児
童
８
名
（
男
児
３
人
、女
児
５
人
）

■
実
験
上
の
留
意
点

子
ど
も
の
計
測
で
は
、
目
を
と
じ
る
安
静
時

に
頭
、
身
体
が
動
い
て
し
ま
い
、
静
止
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
年
齢
が
低
い
ほ
ど

安
静
時
の
計
測
が
難
し
い
た
め
、
本
実
験
で

は
高
学
年
を
対
象
と
し
、
大
人
と
比
べ
て
安

静
時
の
計
測
時
間
を
1
分
（
大
人
は
1
分
30

秒
）
と
し
た
。

【
実
験
結
果
】

背
外
側
前
頭
前
野
（
Ｄ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）、
運
動
を
司
る
一
次
運
動
野
（
Ｍ
Ｉ
）

お
よ
び
補
足
運
動
野
（
Ｓ
Ｍ
Ａ
）
が
活
性
化
し
た
（
図
７
）。
さ
ら
に
言
語

野（
５
）
で
あ
る
ブ
ロ
ー
カ
野
に
も
顕
著
な
活
性
化
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
自
由
に

会
話
し
な
が
ら
の
実
験
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。調
理
に
よ
る
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
子
ど
も
の
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

①
「
献
立
立
案
」
や
「
切
る
」、「
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
炒
め
る
」、「
盛
り
付
け
る
」

作
業
中
は
、
い
ず
れ
も
左
右
の
大
脳
半
球
の
前
頭
連
合
野
、
と
く
に
背

外
側
前
頭
前
野
が
活
性
化
し
た
。

調
理
に
必
要
な
作
業
要
素
と
背
外
側
前
頭
前
野
の
機
能
で
あ
る
作
業
の

記
憶
、
行
動
の
戦
略
立
案
・
問
題
解
決
、
対
応
す
べ
き
ル
ー
ル
の
変
化

へ
の
対
応
な
ど
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
た
。

② 

親
子
調
理
中
の
子
ど
も
の
脳
活
動
で
は
、「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼
く
」、「
盛

り
付
け
る
」
の
い
ず
れ
の
タ
ス
ク
に
お
い
て
も
、
左
右
の
大
脳
半
球
の

前
頭
連
合
野
、
と
く
に
背
外
側
前
頭
前
野
、
ブ
ロ
ー
カ
野
の
活
性
化
が

見
ら
れ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
う
調
理
作
業
で
は
、
前
頭
前

野
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

③
「
切
る
」
調
理
作
業
や
、
親
子
調
理
中
の
子
ど
も
で
、
運
動
出
力
を
調
整

す
る
一
次
運
動
野
や
両
手
の
協
調
運
動
を
調
整
す
る
補
足
運
動
野
の
活

性
化
が
見
ら
れ
た
。
調
理
作
業
に
必
要
な
運
動
出
力
・
調
整
の
た
め
の

脳
活
動
と
推
察
で
き
た
。

従
来
の
研
究
知
見
や
今
回
の
実
験
結
果
か
ら
、「
料
理
を
す
る
こ
と
」
に
よ
っ

て
前
頭
連
合
野
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
、
大
人
で
あ
れ
ば
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
創
造
力
な
ど
、
社
会
生
活
に
必
要
な
能
力
向
上
が
期

待
で
き
、
子
ど
も
で
あ
れ
ば
前
頭
連
合
野
の
働
き
で
あ
る
創
造
力
や
が
ま
ん

す
る
力
、
情
緒
の
安
定
に
結
び
つ
く
と
推
測
さ
れ
た
。

2）補足運動野：SMA（Supplementary Mortor Area） 運動野へ信号を送る源の部位、両手の協調運動を担う。　
3）一次運動野：MI（Primary Mortor Area） 脳で運動出力・調整を担う部位。 

4）川島隆太『脳を育て、夢をかなえる』 （くもん出版 2003年）　　5）言語野：言語機能を担う部位。

【図7】  「ガスコンロでホットケーキを焼く」 「ホットケーキを盛り付ける」 調理タスク中の子どもの脳の活性化（３次元イメージ）

親
子
調
理
中
の
子
ど
も
の
脳
活
動
の
計
測

２

実
験
結
果
か
ら
導
か
れ
た
結
論

４
実
験
結
果
と
考
察

３

補足運動野
（SMA）

野菜を切る

背外側前頭前野
（DLPFC）

ガスコンロで炒める

一次運動野
（MI）

盛り付ける

【図5】  「野菜を切る｣ 「ガスコンロで炒める｣ 「盛り付ける」 調理タスク中の脳の活性化（２次元イメージ）

【図6】  「献立立案｣ 「野菜を切る｣ 「ガスコンロで炒める｣ 「盛り付ける」
調理タスク中の脳の活性化（３次元イメージ）

安静時 献立立案

野菜を切る ガスコンロで炒める 盛り付ける

調理中の脳活動の計測（成人女性）

「献立立案」「切る」「ガスコンロで炒める」「盛り付ける」のすべてのタスク
において、左右の大脳半球の前頭連合野が活性化した。
※赤色のところは、活性化している部分

安静時 ガスコンロでホットケーキを焼く ホットケーキを盛り付ける

【写真3】  頭部にプローブを装着し、野菜と魚介を炒めるタスク中の被験者の成人女性

【写真4】  頭部にプローブを装着し、親の指導でホットケーキを焼く子ども

（注）本稿では、一般的な表現として「料理」あるいは「料理をすること」という言葉を使いましたが、同じ意味で一部「調理」という言葉も使っています。
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２
０
１
３
年
４
月
、
大
阪
ガ
ス
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
研
究
所
内
に
「
お
い
し
さ
・

健
康
調
理
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー（
お
い
し
さ
ラ
ボ
）」を
設
置
し
ま
し
た
。
お
い
し
さ
ラ
ボ
は
、

「
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化
」
に
よ
り
、
食
関
連
事
業
（
厨
房
機
器
開
発
、
料
理
教

室
、
出
版
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
）
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

研
究
対
象
と
す
る
「
お
い
し
さ
」
は
、
食
品
メ
ー
カ
ー
や
調
味
料
メ
ー
カ
ー
が
求
め
る

素
材
や
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
お
い
し
さ
で
は
な
く
、「
ど
の
よ
う
に
加
熱
す
れ
ば
、

お
い
し
さ
や
健
康
性
を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
の
か
」
と
い
う
加
熱
を
切
り
口
と
し
た

お
い
し
さ
で
す
。

従
来
か
ら
、
炊
飯
器
、
オ
ー
ブ
ン
な
ど
の
機
器
開
発
の
一
過
程
と
し
て
、「
お
い
し

さ
」
や
「
健
康
性
」
の
評
価
は
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
い
し
さ
ラ
ボ

で
は
機
器
の
効
用
評
価
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
な
ぜ
、お
い
し
く
で
き
た
の
か
」
や
「
な
ぜ
、

健
康
性
が
向
上
し
た
の
か
」
に
つ
い
て
、
伝
熱
現
象
や
化
学
反
応
に
ま
で
遡
っ
て
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
わ
か
れ
ば
、
家
庭

や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房
、
さ
ら
に
は
食
品
工
場
で
、
お
い
し
さ
や
健
康
性
を
最
大
限
に

引
き
出
す
た
め
の
加
熱
方
法
を
再
現
で
き
、
食
の
付
加
価
値
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

物理現象 化学反応

おいしさの評価

メイラード反応

アミノ酸+糖⇒メラノイジン

分解・転化

酵素による分解

●たんぱく質 → アミノ酸
●炭水化物 → 糖類

〈官能検査〉
総合評価
風味
味覚
食感

〈物性評価〉
─

GC-MS
味覚センサー
破断強さ・硬さ

健康調理の評価

抗酸化活性（ORAC、DPPH）
アンチエージング

脱油/脱塩
肥満、高血圧など

ポリフェノール保持
脳梗塞や動脈硬化の予防
血中コレステロール抑制

アスコルビン酸保持
美白・美肌・シミ予防など

EPA/DHA
動脈硬化予防/脳が活性化
（記憶力や観察力アップ） 

茹でる

炒める

アミロース

アミロペクチン

ブドウ糖

でんぷん

異性化糖

果糖ブドウ糖

Convection

Convection

Conduction

Conduction

Food

Convection

Food

食
に
関
す
る
研
究
と
発
信

お
い
し
さ・健
康
調
理
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

４
（
２
）

こ
れ
ま
で
に
、
炊
飯
、
焼
き
魚
、
野
菜
な
ど
を
題
材
と
し
て
、
食
感
を
よ
く
す
る
米

の
吸
水
方
法
、エ
イ
コ
サ
ぺ
ン
タ
エ
ン
酸（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）と
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸（
Ｄ
Ｈ
Ａ
）

の
保
持
率
を
最
大
化
す
る
魚
（
サ
ン
マ
）
の
調
理
法
、
焼
き
野
菜
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

量
増
減
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
研
究
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
炊
飯
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
の
た
め
の
可
視
化
と
し
て
、
吸
水
過
程
に
お
け

る
米
内
の
水
分
分
布
を
独
自
に
開
発
し
た
技
術
で
計
測
し
ま
し
た
（
図
２
）。
図
中
の

米
の
黒
い
部
分
は
水
が
多
く
含
ま
れ
る
部
分
で
あ
り
、
白
い
部
分
は
水
分
が
少
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
に
よ
り
、
水
温
10
℃
の
場
合
は
胚
芽
部
と
表
面
の
割

れ
か
ら
吸
水
さ
れ
、水
温
40
℃
の
場
合
は
表
面
全
体
か
ら
吸
水
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

さ
ら
に
水
温
10
℃
の
方
が
水
温
40
℃
よ
り
米
の
中
心
部
へ
の
吸
水
が
多
く
、
最
終
的
に

は
吸
水
総
量
も
多
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
リ
ル
調
理
と
フ
ラ
イ
調
理
時
の
サ
ン
マ
の
中
央
断
面
の
温
度
分
布
（
７
分

加
熱
時
）
の
可
視
化
も
お
こ
な
い
ま
し
た
（
図
３
）。
フ
ラ
イ
調
理
で
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
と

Ｄ
Ｈ
Ａ
が
多
く
含
ま
れ
る
皮
の
内
側
近
傍
の
温
度
が
１
８
０
℃
以
上
の
高
温
に
な
り
、

魚
の
体
内
の
水
分
が
過
熱
蒸
気
と
し
て
噴
出
す
る
際
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
Ｄ
Ｈ
Ａ
を
体
外
に
排

出
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
フ
ラ
イ
調
理
後
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
Ｄ
Ｈ
Ａ
の
保
持
率
が
、

グ
リ
ル
調
理
と
比
較
し
、
大
き
く
低
下
し
て
い
る
原
因
で
す
。

焼
き
野
菜
の
研
究
で
は
、
焼
き
ナ
ス
を
グ
リ
ル
な
ど
で
加
熱
す
る
と
一
旦
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
が
減
少
し
、
さ
ら
に
加
熱
を
継
続
す
る
と
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
増
加
す
る
と
い

う
現
象
を
発
見
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、減
少
の
理
由
は
酸
化
酵
素
に
よ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
の
酸
化
で
あ
り
、
増
加
の
理
由
は
細
胞
崩
壊
に
よ
る
抽
出
量
増
加
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
「
ラ
ボ
レ
タ
ー
」
と
し
て
、
お
客
さ

ま
に
定
期
的
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

13
年
4
月
の
お
い
し
さ
ラ
ボ
設
立
以
来
、
技
術
基
盤
構
築
と
人
材
育
成
に
注
力
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
商
品
開

発
や
事
業
支
援
、
生
活
情
報
発
信
を
進
め
、「
お
い
し
さ
・
健
康
調
理
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
」

の
食
事
業
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

おいしさ・健康調理ラボラトリー「ラボレター」（創刊号～No.5）

大阪ガスホームページ 「おいしさ・健康調理ラボラトリー」
http://www.osakagas.co.jp/company/eff orts/rd/labo/

異なる水温での
米の吸水状態
（10分経過時、
黒い部分が吸水部）

グリル調理（左）と
フライ調理（右）時、
サンマの中央断面の
温度分布（7分加熱時） 

10℃

40℃

25℃

55℃

グリル調理 フライ調理

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

温度（℃）

【図3】 メカニズム解明のための可視化

「グリル調理とフライ調理時のサンマの温度分布の計測結果」

【図2】 メカニズム解明のための可視化

「米内の水分分布の計測結果」
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【図1】 研究コンセプト
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大
阪
ガ
ス
と
「
食
」
と
の
か
か
わ
り
は
歴
史
が
長
く
、「
ガ
ス
調
理
に
よ
る
お
い
し
さ
」

を
伝
え
る
こ
と
で
食
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
ガ
ス
事
業
者
と
し
て
「
料

理
の
楽
し
さ
と
お
い
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
大
阪
ガ
ス
は
、「
食
」
に
対
す
る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、「
食
」
を
テ
ー

マ
に
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
交
流
を
促
進
し
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

関
西
食
文
化
研
究
会

２
０
０
９
年
５
月
、
大
阪
ガ
ス
は
、
食
文
化
に
対
す
る
強
い
思
い
を
持
っ
た
人
た
ち

と
と
も
に
「
関
西
食
文
化
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
同
研
究
会
は
、「
関
西
の

食
文
化
」
や
「
関
西
の
食
」
に
か
か
わ
る
人
た
ち
の
交
流
を
通
し
て
食
文
化
を
深
耕
し
、

外
食
・
中
食
・
給
食
を
は
じ
め
、
製
菓
製
パ
ン
、
食
品
業
界
、
生
産
者
も
含
め
て
関
西

の
食
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

京
の
老
舗
料
亭
「
菊
乃
井
」
三
代
目
主
人
の
村
田
吉
弘
氏
、「
神
戸
北
野
ホ
テ
ル
」
総

支
配
人
・
総
料
理
長
の
山
口
浩
氏
、イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ポ
ン
テ
ベ
ッ
キ
オ
」
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
山
根
大
助
氏
、
辻
調
理
師
専
門
学
校
中
国
料
理
主
任
教
授
の
吉
岡
勝
美

氏
、フ
ー
ド
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
・『
あ
ま
か
ら
手
帖
』編
集
顧
問
の
門
上
武
司
氏
が
参
画
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
か
ら
新
た
な
「
食
」
の
ト
レ
ン
ド
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
料
理
人
や
飲
食
店
オ
ー
ナ
ー
、
栄
養
士
な
ど
、
食
に
関
係
す
る
仕
事
に
従

事
す
る
方
々
。
15
年
末
現
在
の
会
員
数
は
１
８
７
３
名
で
す
。「
関
西
食
文
化
研
究
会
」

で
は
、
関
西
の
食
文
化
に
関
す
る
情
報
や
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
会
員
の
方
々
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
情
報
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
発
信
。
さ
ら
に
、
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
調

理
師
専
門
学
校
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
和
・
洋
・
中
の
垣
根
を
越
え
た
技
・

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
講
演
、
料
理
実
演
・
試
食
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
お
い
し
さ
へ

食
に
関
す
る
新
た
な
取
り
組
み

食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社  
大
槻 
馨 +

 

川
瀬 

実
登
里 ５

（
１
）

の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
「
食
」
を
探
求
し
て
い
ま
す
。

「
関
西
食
文
化
研
究
会
」
か
ら
い
く
つ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、

食
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
大
阪
ガ
ス
は
、

「
食
」
を
テ
ー
マ
に
関
西
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

フ
ラ
ム
フ
レ
ン
ズ

関
西
に
お
い
て
個
人
で
料
理
教
室
を
開
講
さ
れ
て
い
る
方
々
の
交
流
の
場
と
し
て
、

「
食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

フ
ラ
ム
フ
レ
ン
ズ
」は
２
０
１
３
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

食
に
関
す
る
情
報
や
シ
ェ
フ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
ご
案
内
を
月
１
回
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で

配
信
。
年
３
回
の
会
合
で
は
、「
炎
の
料
理
の
素
晴
ら
し
さ
」
に
触
れ
て
い
た
だ
く
料

理
実
習
と
試
食
、最
新
の
ガ
ス
機
器
の
体
験
、意
見
交
換
会
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
普
段
、
他
の
料
理
教
室
の
先
生
と
交
流
の
機
会
が
な
い
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
先
生
と
一
緒
に
お
料
理
す
る
の
は
新
鮮
」
や
「
自
分
の
教
室
で
お
こ
な
う
レ
ッ

ス
ン
の
参
考
に
な
る
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、好
評
で
す
。
30
名
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
15
年
に
会
員
数
は
64
名
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
・
得
意
分
野
を
活
か
し
、
大
阪
ガ
ス
が
発
行

す
る
料
理
冊
子
『
旬
菜
ク
ッ
キ
ン
グ
』
へ
の
レ
シ
ピ
提
案
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
招
聘
講
師
と
し
て
や
、
大

阪
ガ
ス
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
ｈ
ｕ+

ｇ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
（
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
で
の
会

員
主
催
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
す
る
こ
と
で
、「
炎
の
料
理
の
楽
し
さ
、
お
い
し
さ
」
を
伝

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
「
フ
ラ
ム
フ
レ
ン
ズ
」
の
活
動
に
ご
参
加
の
様
子
や
情
報
を
ご

自
身
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で
発
信
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
の
方
々
を
通
じ
て
「
炎
の
料
理
の

輪
」
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。「
フ
ラ
ム
フ
レ
ン
ズ
」
で
は
、
料
理
教
室
主
宰
の
方
々
の

活
動
を
こ
れ
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

「フラムフレンズ」交流会（料理講習）の様子

「菊乃井」三代目主人・村田吉弘氏による料理実演 「関西食文化研究会」イベントでの出演者によるディスカッションの様子

大阪ガスクッキングスクールの招聘講師として
「フラムフレンズ」会員が特別レッスンを開催

関西食文化研究会ホームページ
http://www.food-culture.jp
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Kitchen

Living

Gate

Energy1F
エネルギー・プラス

2F
ゲート・プラス

3F
リビング・プラス

4F
キッチン・プラス

5F
キッチンプロ・プラス

Kitchen Pro

F L O O R  G U I D E

ライフスタイル
ギャラリー
ライフスタイル
ギャラリー

コンサルティング
ゾーン

コンサルティング
ゾーン ビフォー・

アフター
ビフォー・
アフター

リビング・バス
ギャラリー
リビング・バス
ギャラリー

ミスト体感
ルーム
ミスト体感
ルーム

キッチン
ギャラリー
キッチン
ギャラリー

キッチンスタジオキッチンスタジオ
キッチンスタジオ

ミニ
キッチンスタジオ

ミニ

展示・実演ルーム展示・実演ルーム

セミナールームセミナールーム

ハグホールハグホール

体感ルーム体感ルーム

メイン
キッチン
メイン
キッチン

タッチ＆トライ
(ガスコンロ体感）
タッチ＆トライ
(ガスコンロ体感） 創エネギャラリー創エネギャラリー

スマートハグハウススマートハグハウス

イベント
スペース
イベント
スペース

ハグミュージアム
カフェ

ハグミュージアム
カフェ

スイーツテラススイーツテラス
ハグビジョンハグビジョン

インフォ
メーション
インフォ
メーション

エネルギーギャラリーエネルギーギャラリー

69 68

新
た
な
情
報
発
信
拠
点
の
誕
生

２
０
１
５
年
１
月
30
日
、
大
阪
ガ
ス
は
発
祥
の
地
に
、
食
と
住
ま
い
の
情
報
発
信
拠

点
「hu+gM

U
SEU

M

（
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
人
と
ガ
ス
が
出
会
う
と
、
ぬ
く
も
り
が
生
ま
れ
る
。
未
来
が
生
ま
れ
る
。」
│
こ
れ

か
ら
も
人（hum

an

）
と
ガ
ス（gas

）
が
出
会
う
場
所
で
あ
り
続
け
た
い
と
い
う
思
い

を
こ
め
た
名
称
で
す
。
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、「
生
活
誕
生
館D

ILIPA

（
千
里
（
※
１
））」、

「D
ILIPA

大
阪
（
※
２
）」、「
ラ
・
コ
ン
テ
Ａ
Ｔ
Ｃ
（
※
３
）
」
の
大
阪
ガ
ス
の
３
つ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を

１
拠
点
に
集
約
し
、従
来
の
ガ
ス
機
器
の
展
示
・
実
演
だ
け
で
な
く
、「
食
」
や
「
住
ま
い
」

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
食
」
に
関
し
て
は
、最
大
１
０
０
名
が
同
時
に
調
理
で
き
る
日
本
最
大
級
の
「
キ
ッ

チ
ン
ス
タ
ジ
オ
」
を
設
け
、
最
新
の
家
庭
用
ガ
ス
機
器
を
使
い
、
ガ
ス
火
調
理
の
お
い

し
さ
や
楽
し
さ
を
体
感
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、「
業
務
用
厨
房
フ
ロ
ア
」
に
は
、
日

本
最
大
級
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
業
務
用
厨
房
関
連
メ
ー
カ
ー
60
社
の
約
２
８
０
ア
イ
テ

ム
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。「
食
」
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
方
々
の
ご
要
望
を
十

分
に
お
聞
き
し
て
、
必
要
な
機
器
な
ど
を
選
定
し
、
実
際
に
調
理
・
体
感
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
住
ま
い
」
に
関
し
て
は
、家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」

（※2） 「DILIPA大阪」は、1999年11月6日、大阪市北区
にサブユーザーを対象とした集合住宅向けショールーム
「APTECH（アプテック）」として開設。2007年に全面改
装し、幅広いお客さまを対象とする10拠点目のDILIPA
（大阪市内初）としてリニューアルオープン。快適な都市
生活を提案してきました。2014年1月31日に閉館。

（※1） 「生活誕生館DILIPA(千里)」は、1991年11月2
日、日本万国博覧会記念公園（大阪府吹田市）の日本万
博博覧会記念会館内に国内最大規模の住宅設備関連
展示場として開設し、2005年に大規模リニューアルを実
施。2014年9月23日に閉館しました。23年間で累計約880
万人のお客さまにご来館いただきました。

食
に
関
す
る
新
た
な
取
り
組
み

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社  

牛
尾 
裕
行 +

 

橋
本 

純
子 +

 

大
槻 

馨

５
（
２
）

と
太
陽
光
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ダ
ブ
ル
発
電
」
や
Ｉ
Ｔ
技
術
な
ど
を
採
用
し
た
２

階
建
て
住
宅「
ス
マ
ー
ト
ハ
グ
ハ
ウ
ス
」を
設
置
し
、大
阪
ガ
ス
が
考
え
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
快
適
な
未
来
の
暮
ら
し
を
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
大
き
な
特
色
の
ひ
と
つ
は
、「
食
」
に
関
す
る
情
報
発
信
機

能
の
充
実
で
す
。「
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」、「
関
西
食
文
化
研
究
会
」、「
フ
ラ
ム
フ
レ
ン
ズ
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
て
、
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
内
だ
け
で
な
く
社
外
の
食
関
連
企

業
や
団
体
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
も
積
極
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。「
食
」
を
テ
ー
マ
に
「
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を
考
え
る
」
こ
と
を
意
識
し

た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

「
食
」
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
お
よ
び
食
に
対
す
る
関
心
が
高
い
方
々
に
は
、
専

門
性
の
高
い
食
の
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
情
報
収
集
・
交
換
を
お
こ
な
っ

て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
自
ら
が
情
報
発
信
で
き
る
場
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る
企
画

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
４
階
の
「
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
」
は
、
最
新
か
つ
最
高
級
の
ガ

（※3） 「ラ・コンテATC」は、1994年4月14日、
予約制の業務用厨房関連の体感型ショー
ルームとして開設し、2014年9月30日に閉館
しました。外食、ホテル、スーパー、給食など、
業務用の食関係のお客さまを中心に累計
約4.5万人に来場いただきました。

馨

食
と
住
ま
い
の
情
報
発
信
拠
点

「hu+gM
U
SEU

M

（
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」

大阪ガスの安心！発見！を楽しく体感できるフロア
天然ガスの環境性や将来性から大阪ガスの安心安全の取り組
みについて、映像や体験アトラクションでわかりやすくご紹介。

エントランスフロア
お客さまとの出会いが生まれるメインエントランス。ガス火
ならではのおいしさ、そして新しいライフスタイルをご提
供。イベントはもちろん、楽しい憩いの空間でお出迎え。

住まいとくらしの体験フロア
暮らしを快適にする給湯や暖房を中心としたガス機器を
ご紹介。住まいに関するライフスタイルをトータルにご提案。

食の体験フロア
ガスを通じて「食」に関する情報を発信。キッチン展示や、
24名さまから最大100名さままで調理体験ができるフレ
キシブルな対応が可能な料理講習室を完備。

業務用厨房の情報発信フロア
厨房機器展示や体感スペース、さらにさまざまな用途で
ご利用いただけるハグホール（最大250名収容）を完備。 第

３
章　

大
阪
ガ
ス
の
炎
と
食
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ス
機
器
を
備
え
、
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
に
も
対
応
で
き
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
や
レ
イ
ア
ウ
ト

が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
こ
と
か
ら
、
食
に
携
わ
る
方
の
ご
利
用
希
望
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、２
５
０
名
収
容
可
能
な
ハ
グ
ホ
ー
ル
の
あ
る
５
階「
業
務
用
厨
房
フ
ロ
ア
」で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
最
新
か
つ
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
厨
房
機
器
を
目
的
の
場
所
に
移
動
し
て
実
際

に
使
用
で
き
、
プ
ロ
向
け
の
調
理
講
習
、
コ
ン
テ
ス
ト
、
さ
ら
に
新
製
品
や
新
メ
ニ
ュ
ー

の
プ
レ
ゼ
ン
・
試
食
な
ど
の
多
彩
な
活
用
を
、
高
い
自
由
度
で
実
現
で
き
る
環
境
が
整

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
の
方
々
に
は
気
軽
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
大

き
い
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
、「
短
時
間
で
・
簡
単
に
・
楽
し
め
る
」

ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
独
自
の
料
理
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
や
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
に
近
い
と
い
う
立
地
か
ら
、
買
い
物
帰
り
や
若
い
世

代
の
方
々
に
も
来
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２
階
で
は
、
手
軽
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
「
タ
ッ
チ
＆
ト
ラ
イ
」
の
料
理
体
験
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

通
常
、
小
学
校
へ
の
出
張
授
業
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」

（
48
頁
参
照
）
を
４
階
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
16
台
の
調
理
台
に
は

エ
コ
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
調
理
終
了
後
、
ガ
ス
と
水
の
使
用
量
お
よ
び
ゴ

ミ
の
量
を
測
定
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
換
算
し
、
グ
ラ
フ
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
向
け
の
「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」
も
ス
タ
ー
ト
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今
後

の
展
開
が
期
待
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
ま
た
、
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
の
指
導
者
養

成
講
座
も
実
施
し
、
教
育
関
係
者
の
方
に
も
多
数
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
未
来
に
向
け
て

ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
来
館
者
は
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
７
カ
月
の
２
０
１
５
年
９
月

末
で
20
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
料
理
講
習
会
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
家
族
で
の
ご
参
加
や
シ
ニ
ア
の
方
々
の
ご
参
加
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
多
様
な
ス
タ
イ
ル
で
の
参
加
に
対
応
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
現
在
、
イ
オ
ン
や
カ
ゴ
メ
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
企
業
・

団
体
と
連
携
し
た
企
画
を
展
開
し
て
い
ま
す
。開
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
幅
を
広
げ
て
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
々
を
増
や
し
、
自
社
だ
け
で
は
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し
い
方
々
へ
情
報
を
届
け

る
た
め
に
、
今
後
も
他
社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
食
」
の
情
報
と
楽
し
さ
を
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
へ
。
大
阪
ガ
ス
は
、
将
来
を
見

据
え
て
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
の
情
報
発
信
の
新
た
な
方
法
を
多
面
的
に
探
っ
て
い

き
ま
す
。

〒550-0023  大阪市西区千代崎3丁目南2番59号
■お問い合わせ　☎ 06-6586-3789（代表）
■http://www.osakagas.co.jp/company/eff orts/hugmuseum/
■開館時間／休館日
［1F～4F］ 10：00～18：00／水曜日（祝日の場合開館）・年末年始
［ 5 F ］ 10：00～17：00／土日祝・年末年始
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